
参考 

進行課題一覧（平成27年度10月現在） 
 

（１） 放射線被ばく線量の評価に関する研究 

課題名 主任研究者 所属機関 

歯を用いた包括的被ばく線量評価 佐々木 啓一 東北大学 

 

（２） 放射線による健康影響の解明及び放射線以外の要因による健康リスクの低減を含めた総合的な

健康リスクに関する研究 

課題名 主任研究者 所属機関 

低線量放射線は心血管疾患発症の原因と成り

うるか？ －動物実験による検証－ 
丹羽 保晴 

放射線影響 

研究所 

極低線量率放射線連続被ばくマウスを用いた

健康影響解析 
杉原 崇 

環境科学技術 

研究所 

小児期の生活習慣等の低線量放射線発がんリ

スクにおよぼす影響とメカニズム解明 
鈴木 啓司 長崎大学 

小児・青年期の低線量率放射線被ばくによる

がんリスクの評価――インドケララ州の高自

然放射線地域住民の調査結果を中心として 

秋葉 澄伯 鹿児島大学 

マウスを用いたセシウム 137 の慢性的低線量

内部被ばくによる成体と子孫への影響の定量

的実験検証 

中島 裕夫 大阪大学 

低線量率放射線長期連続照射によるマウス急

性骨髄生白血病の起因となるPU.1遺伝子変異

の線量率依存性の解析〜放射線発がんの線量

率効果の仕組みを考える〜 

甲斐 倫明 
大分県立 

看護科学大学 

 

（３） 放射線による健康不安対策の推進に関する研究 

課題名 主任研究者 所属機関 

福島県川内村の帰村促進のための取り組み 浦田 秀子 長崎大学 

放射線測定と行動調査による子どもの線量低

減化と健康不安の軽減に関する研究 
細野 眞 近畿大学 

里山地域の生活・生産活動を支える放射線被

ばくと里山資源汚染の実態調査と動向予測研

究 

原田 浩二 京都大学 

放射線による健康不安対策を実践する保健

師・養護教諭のための教育プログラムの検討 
川崎 裕美 広島大学 

リスクの多元性を考慮したリスクコミュニケ

ーションの実施とそのあり方に関する研究 
中川 恵一 東京大学 



参考 
福島の乳幼児を原発事故の影響から守るため

の統合的支援システムの開発 
氏家 達夫 名古屋大学 

原子力災害事故後の中長期的にわたる放射線

ヘルスプロモーションの確立に向けて ～な

みえまちからはじめよう。～ 

西沢 義子 弘前大学 

福島県における放射線健康不安の経年変化の

把握と対策の促進に関する研究 
川上 憲人 東京大学 

イーラーニング（e-learning ）を活用した、

福島県、日本、アジアにおける包括的な放射

線教育システムの確立 

大野 和子 
京都医療 

科学大学 

放射線被ばく不安に関連した潜在的要因の解

析によるオーダーメイドな放射線リスクコミ

ュニケーションに向けて 

長谷川 有史 
福島県立 

医科大学 

 

（４） 事故後の住民の被ばく線量の包括的な把握に関する研究 

課題名 主任研究者 所属機関 

東京電力福島第一原子力発電事故における住

民の線量評価に関する包括研究 
鈴木 元 

国際医療 

福祉大学 

クリニック 

      

（５） 福島県内外での疾病罹患動向の把握に関する調査研究 

課題名 主任研究者 所属機関 

福島県内外での疾病動向の把握に関する調査

研究 
祖父江 友孝 大阪大学 

福島県内における原発事故後の健康状況の変

化とその関連要因についての疫学研究 
大平 哲也 

福島県立 

医科大学 

 


